
授業で使用した資料を家庭で使用できるようクラウド上で共有する

＜学習場面＞

個に応じた学習

家庭での学習（復習）

＜機能・ツール＞

【共有】

Google：Googleドライブ
M365：Teams ファイル
ロイロ：資料箱

＜モデル事例＞

○教科ごとやクラスごとに教員と児童・生徒の共有ドライブを作成する。

○授業で使用したプリントやスライドなどをドライブに入れる。

○児童・生徒が各家庭でドライブにアクセスし、復習の際に授業を思い出しながら学習する。

○欠席者はスライドを見ながら休んだ分の授業内容を自ら確認する。

＜ポイント＞

○単元ごとにフォルダ分けをして整理すると児童・生徒が目的の

資料を見つけやすい。

○板書を写真に撮ってドライブに入れておくだけでも効果がある。

＜注意点＞

○授業のねらいや児童・生徒の実態に応じて共有するデータを精選する必要がある。

＜期待される効果＞

【児童・生徒】○家庭で復習をする際に、教室で提示された資料を使って復習することができる。

【教 師】○欠席した児童・生徒にも同じ資料を提示することができる。

＜ハッシュタグ＞

＃家庭学習 #ファイル共有 #個別指導 #主体的 #復習 #中級


